平成２６年８月２２日
会員各位
平成２６年度年間監査計画
栃木県倉庫協会
平成２６年度自主監査制度における年間監査計画を下記のとおりといたします。

記

1． 基本方針

自主監査の実施にあたり、本制度の趣旨、目的等の周知徹底と併せ、定着化が図られるよう願いたい。
監査内容については、倉庫業の重要性を認識するとともに多様化する社会的ニーズに対応するため、とりわけ、信用を第一とする当業界にとって、コンプライアンス遵守の体制を確立し、社会的信用を失墜させることのないよう、当業界が果たすべき基本的事項の確認を重視した監査項目を網羅し、策定した。
特に、本年度の重点事項として、
1 火災、地震、台風等自然災害発生時の対応策が講じられているかの確認
2 倉庫管理主任者が本業務の趣旨を理解し、適切な対応をしているかの確認
3 法令の遵守
4 労働災害防止の徹底
等を基本方針とした。
なお、監査項目の選定には、上記に関する項目のほか、関東運輸局交通環境部物流課による昨年度「倉庫業監査の結果」及び会員事業者からの昨年度「倉庫自主監査結果」等を踏まえ、設定している。（太字にて加筆表示）
2． 監査の区分

自主監査の区分を、次の通りとする。

（1） 通常監査 … 別添「監査票」に基づいて行う監査

（2） 特別監査 … 通常監査以外の監査

3． 通常監査

（1） 監査の実施時期

監査は年間を通じて実施するものであるが、特に、別添「監査票」に基づいて行う監査は、次の期間に集中実施する。

· ９月～１１月の３ヶ月間

（2） 監査項目

別添「平成２６年度監査票」は、関東倉庫協会連合会が所属する地区協会の統一した監査項目であり、日本倉庫協会が「標準自主監査要領」として、決定した監査項目、並びに前年の監査結果から、本年度必要と思われる監査項目を抽出したものである。

（3） 監査の実施方法

別添「平成２６年度監査票」に基づき実施する。

（4） 監査の対象場所

貴社が選任した「倉庫管理主任者」の単位による。（例えば、営業所単位）

（5） 監査結果の集約と倉庫管理主任者名簿の届け出

監査実施後の平成２６年度監査票に基づき、「自主監査結果の概要報告書」に取りまとめ、栃木県倉庫協会に提出のこと。（最終締切日：平成２７年１月末日）
倉庫管理主任者名簿については、平成２６年時点の貴社が選任した主任者を名簿に記載の上、平成２７年１月末までに、栃木県倉庫協会に提出のこと。

尚、上記「自主監査結果の概要報告書、並びに倉庫管理主任者名簿」は、当該協会において取りまとめのうえ、関東運輸局並びに日本倉庫協会に提出するものである。

（6） 倉庫監査実施済み証の交付

「自主監査結果の概要報告書」を提出された会員に対し、日本倉庫協会発行の「倉庫監査実施済み証」を交付する。

4． 特別監査

（1） 天災・火災等により倉庫施設に被害が発生した時、またはその恐れが大なる時、及び営業に関し不正行為が発生した時、または発生する恐れがある時は、当該事項について速やかに実施する。

（2） 各種火災予防運動の機会等をとらえ、各社適宜計画実施する。

（3） 必要に応じ、当協会より、時期・重点実施事項を定め、集中実施する。

以　　上　
（添付書類）
1 平成２６年度監査票　　　　　　　　　　　１部

2 平成２６年度自主監査結果の概要報告書　　１部

3 平成２６年度倉庫管理主任者名簿　　　　　１部

